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けで年間 7 万人以上に及ぶ。しかし病院外心停止患者の社会復帰割合は 10%程度と
低く、これを向上させるためには新たな方策が求められる。病院外心停止患者を救
命して社会復帰までもっていくには市民救助者による自動体外式除細動器
（automated external defibrillator: AED）による迅速な電気ショックが不可欠であ
るが、心疾患で発症した心停止の中で市民救助者によって AED が使用されたのは









自らアプリで周辺にある AED の設置場所を検索して AED を取りに行ってもらう
とともに、アプリケーションの機能を使って半径 200m 以内に居合わせたアプリケ










比べて有意に短かった（133.6 ± 44.4 秒 versus 202.2 ± 122.2 秒, p = 0.01）。
一方で、両群における対象者自身による AED 運搬所要時間には有意差は認められ













下「協力者」）2 名にも AED を運ぶよう要請することとした。非使用群は対象者自身




プリ使用群の最短運搬時間（133.6 ± 44.4 秒）は、非使用群の最短運搬時間
（202.2 ± 122.2 秒）と比べて有意に短かった（p = 0.01）。一方で、対象者自身によ
る AED の運搬時間は群間で有意差は認められなかった（196.2 ± 98.6 秒 vs 
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